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メソポタミアにおける文字と
思考についての－考察

松島英子法政大学キャリアデザイン学部教授

概要と問題提起

１はじめに

今日の日本に住むわれわれは、ざっと見渡しただけでも仮名（ひらがなとカ

タカナ)、漢字、西洋文字アルファベットという三種類の文字のシステムに取

り囲まれている。だが、最近はコンピューターや携帯電話のメールで、様々な

｢記号・顔文字」が使われるようになった。これらが厳密な意味で「文字」と

呼べるかどうかはともかく、日常生活のなかに頻出するようになり、われわれ

の言語表現の方式に､少なからぬ影響を及ぼし始めていることは事実であろう。

そればかりではない。これまでのような「自分の手で文字を書く」習慣は、

大きく変わりつつある。かつてワープロが普及し始めた頃、ようやく日本でも

西洋式タイプライターに相当するものが使えるようになり、便利な時代になっ

たと喜んだものだった。しかしそうこうして自分の手で筆記する機会と時間が

減るにつれ、難しい漢字の書き方に戸惑ったり、覚えているはずの字が思い出
せなくなったりした経験は、誰しも持ち合わせているだろう。さらには、メー

ルで連絡することが日常と化した今日、通信の文体は大きく変わりつつある。

かつてのような美しい手紙文に接する機会は、確かに減った。文章を書き、手

直しし、推敲を重ねる作業に費やした時間の中で培った思考経路が、質的変化

を起こしているように、私には思えてならない。文字を通じて人が何を表し考

え獲得してきたのか、今ここで立ち止まり検討してみることは、現代に生きる

われわれにとって、避けて通れない重い課題ではあるまいか。
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本稿は「文字の発生と発達」の観点から、より具体的には人類最古の文字が

出現したメソポタミアとその文字文化に関心を寄せる者の立場から、この問題

に触れてみようとするものである。

２文字の種類：機能的観点から

冒頭に述べたように、われわれは日常の生活の中で仮名（ひらがなとカタカ

ナ)、漢字、西洋文字アルファベットを使い分けている。このうち仮名は音節

を表す文字、漢字は主として表意的に用いられる文字である。西洋アルファ

ベット文字は、日本語の表記に日常的に使用されることは少ないが、いわゆる

｢ローマ字表記」として外l垂|人liijけの地名表示などに使われるほか、造形デザ

イン上の効果を狙い意図的に利用されることがある。アルファベットはひとつ

の文字が－母音または－子音に対応するため、文字としてはもっとも機能が簡

素化されたものだが、音と意味の観点から分類するなら、仮名とアルファベッ

トが表音文字であり、漢字は原則的には表意文字ということになる。

表音文字の場合、ひとつの字はひとつの音に対応する。－対一のこの関係は

機械的で無機質であり、両者の間に思考や感情が入I)込むことはない。文字の

役割は、発音された瞬間のみ存在する不定の現実性を持つ語を、物理的に定着

させることである。文字は言葉に、時間の流れに耐える物質性を付与する。し

かし言葉と切り離しては何物にもなり得ないし、物質性と耐久性以外には、言

葉に何も付加することはできない。

たとえば英語やフランス語の場合、綴りのなかに実際には発音されない文字

が混じって出てくることがある。しかしそれらの多くは過去の発音の名残であ

り、言葉を物理的に定着させる機能以外の有機的要素を含み持つわけではない。

仮名表記の「てふてふ＝蝶々」の場合も事情は同様である。

しかしわれわれが常用する漢字の場合は、話が違ってくる。第一、ひとつの

文字がただひとつの音にのみ対応することは稀である。もちろん、中国大陸で

使われた言語を表記するための文字をかつての人々が採り入れ、現在に至るま

で日本語の中で使っていることに大きな要因があるのだが、しかしそれだけで

はない。ひとつの文字がしばしば複数の意味を持つのであるｃこれは「表意文

字」に特有の性格である。さらに留意しておきたいのは、われわれが漢字を見
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メソポタミアにおける文字と思考についての－考察２５９

ながらまず第一に頭の中に思い浮かべているのは、それぞれの文字の音ではな

く、「意味」ではなかろうか、ということである。われわれは視覚的に漢字の

形を捉え、直ちにその意味を理解し、思考に結び付けている。いくつかの難し

い文字や熟語について、「意味は分かるが正しい読みは知らない」という現象

が起こるのは、そのためである。われわれは漢字と仮名の混じった文章表記を

目の当たりにして、「音と意味｣、「耳と目」の両方の感覚を、無意識のうちに
働かせているのである。

３古代メソポタミアの文字事情

古代メソポタミアにおける文字事情は、文字使用の観点から言えば、われわ

れの場合と似たようなところがある。この土地における文明・文化の担い手は、

主としてシュメール人とセム系アッカド人であった。それぞれの民族はまった

く系統の異なる別々の言語､すなわちシュメール語とアッカド語を話していた。

アッカド人は、シュメール語表記のために作り出された文字を、アッカド語の

表記に借用した。ちょうど日本語表記のために、漢字を借用したのと同様のこ
とである。

ところで漢字がいわゆる「象形文字」を前身としていることは周知の事実で

あり、「六書」のような、漢字の形成や機能の進展を説明する文書もよく知ら

れている。だが目下のところわれわれが確実に知る最古の漢字は「甲骨文字」

であり、占いという特別の場面に使われたものである。そのため文字と言葉と

のかかわりを、機能の観点から細かにたどることは容易ではない。一方メソポ

タミアにおける文字発生の事情や過程、そしてその発展のありさまは、ほかの

地域の場合と比べてもかなりよく後追いすることが可能である。ここでメソポ

タミアを引き合いに出すことは､ほかの様々な文字について考察するうえでも、
決して無意味ではあるまい。

さて、今から5000年以上前にメソポタミアの地で人々が文字を発明した契機

が、彼らの生活の場であった都市に集積した物資の記録や管理に起因していた

ことは、紛れもない事実である。彼らが最初に工夫したのは、具体物の外形を

描いた簡単なデッサンすなわち絵文字であったが、これは元来「もの」を表し

ており、発音された「語」を表しているわけではない。極端なことを言えば、
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異なった言語を使う者どうしにも理解が可能な、具象的なしるしであった。そ

の一方で、当該の「もの」についての認識が、発信者と受信者の間で必ずしも

一致するとは限らなかった。つまり、文脈が伝わらないおそれを、最初から含

み持っていたわけである(1)。

やがてデッサンは、筆記を簡便にする必要上、より抽象的な形を持つ記号へ

と変わっていった。また、限られた数の記号を、現実の言葉に対応ざせ文脈を

より正確に伝えるため、ひとつのデッサンが当初持っていた意味やその語の発

音のみならず、この記号の本来の意味とは無関係だが、発音が同じ語をその記

号に結びつけるという、物理的な工夫が加えられるようになった。こうしてあ

る文字に、発音される一群の音一メソポタミアの文字の場合一般的には単音

節一が割り当てられることとなった(2)。これが表音化である。その結果とし

て、ある文字が表意的にも表音的にも使われるという、いささかややこしい現

象が生じるようになった。このややこしさは、日常的に当該の言葉を使いこな

している人々にとっては、十分乗り越えられるものであったろうし、またある

文字を見て直ちにその意味を思い浮かべるという、別の効果を期待できるもの

でもあった。事実として、表音化が実現した後も模形文字の使い手たちは、一

方で文字を表意的に用いることを決してやめようとはしなかった。

もうひとつ、事柄をさらに複雑にする歴史的事情があった。メソポタミアに

おいて「文字」を発明したのが、前三千年紀半ば過ぎまで南部で優勢であった

シュメール人であることは、ほぼ間違いない。つまり、シュメール語を表記す

るために文字が発明されたわけである。しかし同じ頃、メソポタミア北部には

セム系アッカド人が居住していた。ふたつの民族はいわゆる「住み分け」状態

で共存していたから、当然様々な場面で接触することになる。やがてセム人の

ほうが人口分布の面から優勢になり、彼らの言葉アッカド語が日用語として広

い地域で使われるようになった。シュメール系の人々はアッカド世界に呑み込

まれていったと考えられる。この頃、シュメール語表記のために工夫された文

字は、すでに元来の絵文字の形態をすっかり失い、抽象的な外形を持つ「模形

文字」となっていた。この模形文字を、人々はアッカド語の表記に流用した。

シュメール語とアッカド語はまったく異なる文法構造を持っているわけだか

ら、アッカド語の使い手は、原則的には文字の「音価」を利用した。しかし当
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メソポタミアにおける文字と思考についての一考察２６１

時の書記たちは、多くの場合は文字を表音的に使いながら＼時に表意的に用い

ることもした。われわれが日本語の表記に、漢字と仮名を任意に使いこなすの

と同様のことをしたのである。そして彼らは、かつて日本の教養人が漢文をた

しなんでいたように、日常で使わないシュメール語を教養．文芸．宗教の場面

で適宜利用した｡そのようなわけで彼らはシュメール文字の扱いに長けていた。

時代．地域．書記が所属するグループの伝統などによって、いわゆる「伝統」

「習慣」「風潮」が存在していた。だがいずれにせよ書記たちには、ある文字を

見ると直ちにその「意味」を思い出す、すなわち文字が元来意味していた「も

の」を思い起こすという習慣が、深く身に染み付いていており、決してそれを

捨てようとはしなかった。表音的に文字を使う場合でも、常にその元来の意味

を意識したに違いない。おそらく「スイッチの切り替え」を日常的に行いつつ、

筆記の仕事をこなしていたのであろう。使い分けを容易にするための技術的な

工夫も編み出された(3)。

そのような世界に身をおいていたメソポタミアの人々￣少なくとも文字を

読み書きすることを心得ていた人々￣の目には、ひとつひとつの文字が本質

的に具体的で実在的なものと映っていたはずである｡書き記したもの、それは

一義的には決して発音された「語」ではなく、「もの」それ自体であった。そ

の「もの」には「名前」がある。この「名前」は「もの」と切り離すことがで

きないばかりでなく、「もの」と一体化している○そうであればこの書かれた

｢名前」には「もの」と同様の実質があり、具体的で中身の詰まったものでな

ければならない。このような文字とそれが表す「もの」そして「名前」との密

接なつながりは、漢字を知るわれわれにとっては、十分理解可能なことであろ
う。

メソポタミアの書記たちの多くは、もっぱら注文に応じて実務的な文書を響

き記す仕事をこなしていたが、一部の書記は、書き写す．書き記す.文書を編

纂するという仕事を通じて、高度な教養を身につけていったＣ彼らがただ機械

的に「書く」ことだけでなく、文字そのものについてさまざまに思いをめぐら

せるようになったのは、当然の成り行きであった。メソポタミアでは、その歴

史を通じて膨大な量の「辞書」「文字や語彙のリスト」、さらには「百科全書」

の類が作成され、編纂された。これらのテクストは、当時文字を読み書きする
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ことができた人々の、知的関心のありようと、その程度の高さを今日のわれわ

れに伝えてくれる。

先に述べたように、この地の人々の目には、文字が根源的に具体的で実在的

なものと映っていた。そして、「文字」と「語」とはもともとは一体のもので

あって、文字は元来それが意味する「もの」を表していた、いや、「もの」そ

れ自体であったのだから、「もの」と「語」と「文字」は等価ということにな

る。そうであれば、あるものについて考え理解しようとするときに、そのもの

自体を吟味するばかりでなく、「語」を利用することも可能となる。語や文字

を検討し、分析し、要素に分解することによって、それが保有しているあらゆ

る要素ないしは側面を引き出し、語が元来表していた「もの」の実態を理解す

ことができると考えられた。「語」や「文字」を、物事を考えるときの手段に

利用しようとする心理的作用がここから生じたとしても、なんら不思議なこと

ではないｃ

こうした意識と頭脳の作用は､人々の分析・検討・認識の能力を進展させた。

さらにはある同じシュメール文字が、近接する様々な意味に移行することを可

能にした。そしてこれらの意味の集積は、主体にかかわる認識を膨らませて

いった。文字に実在性があると信ずる視点に立つからこそ、このような知性の

作用に合理性を認めることができる。あるサインが複数価（多義性）をもつと

いう現象と認識とは、絵文字の時代にさかのぼる。同時に、それぞれのサイン

の周囲に、「もの」それ自体ばかりでなく、現実もしくは想像上の相関関係に

基づく「意味群」を形成しなければならないという責務感を、当時の人々が

持っていたことにも起因するといえる。

個々の文字と個々の「もの」とがとりわけ強く結びついていた古拙期から時

間が経過し、前二千年紀に入り文字がアッカド語の表記に日常的に用いられ、

より抽象的で簡便な意思伝達の手段となってからも、一部の教養人たちの間に

は、「ものの文字」の思い出と意識が残った。かれらは文字が持つ元来の実体

性、文字の具体的で多義的な性質がもたらす可能性に頼り続け、それは時代が

下るにつれ、より念入りなものになっていった。模形文字が持っていた具体

的・多義的な性質は、同じひとつのサインを通じて、ひとつの「もの」からく

つの「もの」へと転移し、思いがけない実態を引き出した。「ものの文字」で
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書かれた名前を分析することによって、その「もの」についての知識が豊富に

なる。模形文字が持つ表意機能と表音機能を自在に使い分け、文字や言葉を任

意に、あるいは恋意的に利用して、物事の「説明」や「理屈」を組み立てると

いう現象が、やがて現れることとなった。

古バビロニア時代以降の王碑文や文学作品のなかに、この任意の、あるいは

盗意的な文字の活用、あるいは文字を利用した「説明」「理屈」の展開が見ら

れることがある。いわゆる「庇理屈」「こじつけ」の類に相当するものではあ

るが、それは「文字が持つ実質性｣、そして模形文字が併行して持っていた表

意・表音の機能から導き出されたものであり、それなりの論理の回路を通って

いる。こうした事例を拾い集め、その様相を眺め分析することは、当時の人々

が文字を通して物事を考え､思考や認識を進展させた道をたどることでもある。

このような意図のもと、メソポタミアの文字資料から目下私が目の当たりにし

ている具体例を以下に紹介し、検討してみたい。

具体例の検討

それでは「音と文字」について、これまで私が集めた例を列挙することにし

よう。

Ｉ文学作品に見られる例

l「アトラ．ハシース叙事詩」に出てくる人間awI1uの柵成について

バビロニアに伝わるアッカド語の「アトラ・ハシース叙事詩」（以下この項

目内では「叙事詩」とする）は、その前半で「人類」創造の経緯を、後半で

｢大洪水伝説」を扱っていることで有名だが、古くから伝わるいくつかの伝承

をもとにひとつの作品として編蕊されたのが、古バビロニア時代であることは

間違いない。現存する最古の写本の奥響が記されたのがおよそ前1635年である

から、成立年代は大凡の見当がつく(4)。注目したいのは、この時点にあってす

でにある種の「語の組み合わせ」が、要旨の展開に利用されていることである。

「叙事詩」によれば、日々の生活を支えるため辛い労働にあえいでいた下級

の神々の肩代わりとして、ただ働くだけの存在「人間」を作ることとなった。
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この存在の肉体の原材料に選ばれたのは土で、これにウエー（ｗ６）という名

の一人の神の血を混ぜ、神々と同じ姿が成形された。このウエーが神iluであ

ること、そのため神が本来備えている「精神」ｔｅｍｕを持っていることは、文

中に明記されている。

we-e-i-la5ai-5u-dte,-e-ma／i-napu-db-ri-§u-nuit-ta-ab-hu 

「精神を持ち合わせた神ｗｅを彼らは集まりのなかで殺した」

その結果として

ｗｅ＋ilu→（a)ｗ６ｌｕ→awllu（アッカド語で「人間」に相当する名詞）

となった。人はｗ６という殺された神を通じて、その能力の一部である「精神」

つまり知的能力を与えられている。それゆえ神々には遇かに及ばないものの、

人は「知恵」を備え自分の意思で行動できるわけであるｃ

さて、この人間は、生きている間はアウィールと呼ばれるが、神々とは違っ

ていずれは死ななければならない。「叙事詩」にはこれ以上の説明はないが、

後世のバビロニアの文字資料の中に、人間の死後の姿について言及した文章を

見つけ出すことができる。それらによれば､人の死後肉体はもとの土に還るが、

神からごくわずかだけ受け継いだ「精神」は残ることになる。これはふわふわ

とした影のような「魂」で、死後「幽溌」の姿をとるもので、ウェツェンム

wetemmu（ｗｅ＋temmu)、後に語頭のｗが落ちてエツェンムと呼ばれた。生

きている間は「肉体」に包まれて外からは見えないが、肉体が朽ち果てること

によって内側から浮き出す、人間が生まれながらにして神から僅かに受け継い

だ要素である。ネリIの特権である不死性が、こうして幽霊となって永遠に坊僅う

死後の人間の中に、灰かな名残としてとどまることとなった(5)。

この事例は一見ただの「語呂合わせ」のように思われるが、それにしても見

事な組み合わせではなかろうか。ウエーという名の神はバビロニアのパンテオ

ンでは知られていないし、この『叙事詩」の中でも、人類創造の場面でしか言

及されていない。ということは、ストーリーの展開にあわせこの場に限ってわ

ざわざ登場させた神、すなわち作者によって提造された神である可能性が十分

ある。いずれにせよ「ものの名前」が「語」であり、それゆえ語に実質性があ

るという意識が働かない限り、このような「語呂合わせ」は成立しないだろう

し、また「叙事詩」を読む者または聞く者を納得させることもできないだろう。
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文字が直接利用されているわけではないが、語の持つ実質性を理解するには格

好の例であるので、ここに言及しておきたい。

２「エヌーマ・エリシュ（創世叙事詩)」タブレットⅥ123行目からタブレッ

トⅦ（最後のタブレット）ほぼ全体を占める「マルドウクの50の名前」に見ら

れる修辞的説明法

バビロンにハンムラビ王（前1792-1750年）が登場し統一国家の形成に成

功して以来、この町はメソポタミアの政治・文化の中心地となり、その守護神

マルドゥクは、次第にパンテオンにおける最高神すなわち神々の王の地位を獲

得していった。彼の王権の正当性を説明する神話「エヌーマ・エリシュ｣、現

在しばしば「創世叙事詩」と呼ばれている作品の制作年代については、前二千

年紀後半のかなり下った時期とする見解が有力であったが、もっと早い時期を

想定する意見も出されている(6)。それはともかく、物語の展開はいたって単純

である。神々の世界が反乱者の攻撃にあい窮地に陥ったとき、若い英雄マル

ドゥクが出て敵を倒し危機を救う、というものだが、そのマルドゥクに王権を

委ねた神々は、彼の勝利と栄誉をたたえるため「50の名」を贈ることにした。

この場面が作品の最後を飾るクライマックスとなる。５０の名前はマルドゥクに

付与された特段の権威の様々な側面を表現するもので、その大半はシュメール

語の短い文章またはシュメール文字の「熟語」である。ところで叙事詩全体の

構成の観点からこの場面を理解しその意味を読み解くためには、次の点を踏ま

えておかなければならない。

①この地の文字文化における恒常的なシュメール語・アッカド語の二語併

用性：これはメソポタミアにおける「常識」だが、この「50の名前」を扱うと

きほど二語併用性について考えさせられることはない。この点については後述

する。

②作品の意図と構成の観点から：「エヌーマ・エリシュ』は、多分それま

で流布していた若干の神話的伝承を下敷きに、適宜合成して作られたものであ

ろう。だがほかのどの神話と比べても、物語の意図がひときわ明快であり、筋

は綿密な計算の下に展開されている。そうしたなかで神々からマルドウクに

｢50」の名が贈られたことには、重要な意味がある。通常50は、前二千年紀前
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半までのメソポタミア世界で神々の王の地位を占めていたエンリル神に、あて

がわれる数字である。しかも、この叙事詩のタブレット’103-104行では、生

まれたばかりのマルドゥクを次のように形容している。

la-bi5m6-lam-m6鴎retili6d-qi§it-pur

pul-ba-a-tuha-§at-si-nae-li-§Ｉ２ＩｋＡｍｒａ 

「彼は神々10人分のメランム(7)を身に帯び神々しく装った。５０の畏怖がそ

の上に積み上げられた」

主人公であるマルドウクが始めて登場する時点において、すでに50の数字が

姿を見せている。そして作品最後のクライマックスに「50の名前」というかた

ちでこの数字が再び現れる。つまり主人公マルドゥク像は、この叙事詩の初め

と終わりにおいて、「エンリルの数字」という縁で囲まれているわけである。

古いパンテオンでエンリルが占めていた「神々の王」の地位が新しい英雄に

よって正当に継承される姿を、「エヌーマ・エリシュ』を聞く者または読む者

に強く印象付るための巧妙な仕掛けが、こうして組み込まれた。そして「数字」

が単なる抽象的な数詞ではなく、固有の実体と特有の意味を持っていたこと

を、この仕掛けが物語っている。

３さて、「エヌーマ・エリシュ」タブレットⅥ123行以降は、この「50の名

前」の提示と、それぞれについての解説である。５０のうちの大多数はシュメー

ル語からなり、それに続くアッカド語の文章が具体的な説明となっている。後

に実例を示すが、ドエヌーマ・エリシュ』本文における説明はほとんどが形容

または叙述の文章であり、論理的観点からの理由説明にはなっていない。とこ

ろがこの説明に「正当な理由」があることを論証する「注釈書」が、「エヌー

マ・エリシュ」とは別に作られた。成立の時期や事情など詳しいことは不明だ

が、現在次のような一群の文書が知られている。

（Ａ）ＳＴＣⅡ，51,52,53,54,55＋ＣＴｌ９Ⅲ６＋ＲＡ１７（1920）１６９ 

（B）ＳＴＣⅡ，56-58.59,60(8) 

これは「エヌーマ・エリシュｊタブレットⅦ１行以降についての「注釈書」

である。つまり５０の名前のうち第10番目以降を対象とした書物で、第１から

第９の名前については言及されていない。意図的に－部を無視したのか、単に
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文書の一部が欠損または未発見だからなのか不明であるが、ここではその問題

に深入りしない。さて「注釈書」とはいうものの、難しい語や珍しい語の意味

を検討したり、類似の用例を引用した}〕、ことなった解釈を提示するといった

類の通常の注釈ではない。ここに見られるのは、マルドゥクに贈られた名前を

表記するシュメール文字を利用して、それぞれに相当するアッカド語の語蕊を

列挙する方式である。シュメール文字はそのまま使うこともあるが、多くの場

合、いくつかの音節に区切って扱われる。この「区切り」は、かなり窓意的に

行われている。Ｊ・ポテロ箸「メソポタミア」で紹介されている例が分かりやす

いので、ここで敢えて要点を引用してみることにしよう。これは「エヌーマ・

エリシュ」タブレットⅦ冒頭に出てくる１０番目の名前の場合である（なお、以

下のアルファベット翻字において、大文字表記はシュメール語の読み、小文字
表記はアッカド語の読みを意味する)。

ＡＳＡＲＲＩ５ａｒｉｋｍｅｒｅ§ｔｉ§aisrataukinnu 

band§e､amuqemuseSSuurqlti 

「アサルリ、農耕を授けるお方、（耕作地の）区画を定めるお方、

穀物と麻の創造主、（あらゆる）緑を発芽させるお方」

ＳＡＲは「緑のもの」「畑・果樹園」を意味する。ここから意味の近似性の回

路を通ってmere5tu「農耕」とurqltu「緑のもの」が導き出され、さらには植

物である「穀物」「麻」が引き出される。またＳＡＲという文字は別の音価も併

せ持ち、その一つがＭＡ（通常はＭＡＩと表記される）で、これはアッカド語の

動詞aSO「出る．出す」に対応するため、二行目のｍｕさeSSu（動詞a50の派生形）
が導き出される。

Ａは「水」の意味だが、メソポタミアでは水路・溝が農耕地の境界をなした
ことから、isratuをリ|き出す。

ＲＩは音節の母音を無視してＲＡまたはＲＵと読み換えるとＲＵ＝§arakuとなり．

一方でＲＡの音を持つ別の文字ＲＡがＤｕの文字と同形であることからＤＵ＝

ban､となり、二行目冒頭の語に対応する。こうしてアッカド語の文章に出て

くる要素はＡＳＡＲＲＩのなかに全て見出されることになる(9)。

４ここでマルドウクの50の名前のうち、上記の「注釈書」が扱っていないも
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のについて、「注釈書」の手法を参考に分析を試みてみよう。すべてを取り上

げることは紙幅の関係上無理でありまた極めて困難な作業であるため、別の機

会に譲り、ここではごく一部を紹介するにとどめたい。第一番目の名前

ＭＡＲＤＵＫはどうであろうか。

ＭＡＲＤＵＫ：ここでは最も－．般的なシュメール文字表記すなわちｄＡＭＡＲ＋

ＵＤが用いられている。この名前に「エヌーマ・エリシュ』タブレットⅥ124,

125,127各行は次のような解説を加えている。

（124行）§akinmirltiuma§qitimutahhiduurl-§ｉｎ

「牧草地と水場を確保するお方、その家畜小屋を富ますお方」

ＭＡＲＤＵＫを適当に音節に分解してみるとどうなるだろうか。ここでは

ＭＡＲ＋Ｕ＋ＤＵ＋ＵＫ(Ｕ）と分解している。

ＭＡＲという字には別の読み方もあり、そのうちのひとつがGARｧである。単

に音の観点から見ればＧＡＲと読める字はほかにもあり、そのうちのひとつ

ＧＡＲは、アッカド語の§akanuを意味して使われる｡音と意味を盗意的に結び

つければ、ＧＡＲ７→GAR→§akinとこじつけることが可能となる。

そのようなわけで124行の解説文に出てくるアツカド語の語彙に、何らかの

かかわりがあるシュメール文字を当てはめてみると、次のようになる。

miritu＝ＵＫＵ：「放牧地｣。これはUK(U）の音に対応する。

masqitu＝ＵＡ：「水場｣。これはＵとＡの音に対応する。

mutahhiduは動詞tahadu「富む」の派生形であり、tahaduに対応するシュ

メール文字はDU8で、ここからＤＵの音が導き出される。

urUについては、語棄に関するテクストのなかに、次のような記述が見つか

る。

ＧＵ・ＴＡＲＡＮＳＥ＝u-re-esi-si-i（ＶＡＴ10270,Ｖ､５６etc.）

つまりＧ/ＫＵの音を強引にurqに結びつけることができる。

こうしてかなり無理をした結果ではあるが、解説文の中に、ＭＡＲＤＵＫに対

応するすべての要素を見い出すことが可能になってくる。

（125行）§ainakakkl-5uabUbiikmUsapUti

「洪水というその武器で敵を縛り上げるお方」

これは以下のような語葉集からの引用によって、比較的容易に対応させること
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ができるc

kakku＝ＴＵＫＵＬ：「武器」

abUbu＝ＡＭＡＲＵ：「洪水」（ＡＨｗ８ａ）

（Ａ)ＭＡＲＵ＋ＴＵＫＵ(L）→ＭＡＲＤＵＫ 

(127行）lUmarudSamさi§ailaninibG§ｕｍａ

「そのお方はまさに御子、太陽、その御名を神々はこう呼んだ！」

ｄＳａｍ５ｕは太陽をシンボルとする神であり、シュメール文字ではdUDと表記
される。

（a)ｍａｒｕ（｢息子｣）＋ud→Mardu(k）

５「エッラとイシュム」の冒頭の神名の説明

「エッラとイシュム』あるいは「エッラ叙事詩」の名で知られる作品は、前

９世紀頃の成立と考えられている。冥界の王ネルガル神の別称であるエッラが

バビロニアの諸都市を破壊するため出立するが､賢い司令官イシュムに諭され、

心を鎮めるまでを物語る叙事詩である。メソポタミアの神話としては、知られ

ている限り最も新しい作品ではなかろうか。この叙事詩の冒頭で物語に登場す

る主要な神々の紹介が行われているが、そのなかに修辞的な説明が見られる。

（２行）dHENDUR､SAGGADUMUNiTAdEnlilre5tO

（３行）、a§hattuslrtinaqidSalmatqaqqadi(ＳＡＧＤＵ）reTi［tene5eti
（?)］ 

「ヘンドゥルサツガ、エンリルの第一の継子、崇高なる王杖、人類の番人、
［］の牧者」

字形の上からＨＥＮＤＵＲ＝ＰＡであり、これはアッカド語のhattu（王杖）に
相当する。

Ｓｉｒｕ（筆頭の、抜きん出た）は、二行目のSAG、アッカド語でre6tdと同義

である。さらにnaqiduとreUは同義でいずれも「牧人」を意味する。

、a§０＝IＬだが、この字形はＧＡとＴＵを合成したもので、字形に含まれる

ＧＡ＝ＧＡと読み替えれば、ＨＥＮＤＵＲＳＡＧＧＡのなかに､a§battuが完全に含
まれることになる。こうしてみると３行目は２行目をほぼそのまま言い換えた

ことになる。もし欠損部［］内にten6§etiが入っていたと仮定すれば、これ
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(よ「人類」を意味しsalmatqaqqadiと同義になるから、言い換えはさらに完壁

となろう。

（４行）dlsumtabihnddu目ａａｎａｎａさegiskakki(ＴＵＫＵＬ)ezzUti

qiiti(白U2)-§ｕａｓｍａ

「イシュム、恐れ多き殺裁者、その両手は猛り狂う武器を高く掲げるにふ

さわしい」

Ｉ＝nadu,ＳＵＭ＝tabflhuだから、イシュムの名に続く形容句は、修辞的にこ

の神の名の言い換えになっている。

３から５に引月)した例は、「エヌーマ・エリシユ』とその「注釈書｣、そして

｢エッラとイシュム』に見られる修辞的説明の実例の一部である。これらが

｢文字のトリック」を鹸大限に活用していることは明らかであろう。このよう

な注釈に関しては、当然のことながらさらに多くの例を集め詳細にわたって分

析・検討する必要がある。しかし現時点で気付いた特色や問題点を、とりあえ

ず列挙してみることは無意味ではあるまい。

①名前を構成するシュメール文字それぞれに、相当するアッカド語の語彙

を割り当てて説明がなされている。これは２の①で言及した文字文化における

シュメール・アッカドニ語併用性に由来する。当該の文字が短音節文字でない

場合、多くは短い音節に区切り、各々の音節を取り出して検討の対象としてい

る。その際の音節の区切りはしばしば盗意的である。しかも実際の発音に必ず

しも正確に相当しないことがある（たとえばuguをｕｇとするなど)。これは次

にも述べるように、母音を副次的に扱う習性に起因する。

②セム系言語のひとつであるアッカド語は、子音を重視し母音を副次的な

ものと捉える傾向を持っているが、その結果として、ある文字が母音は違って

も子音が同じ文字へ横滑りする現象が現れることがある（例えばruとraなど)。

また有音子音と無音子音がしばしば混同される（たとえばduとtuなど)。

③シュメール文字では、ひとつの文字が複数の音価を持つことが一般的で

ある。それゆえある読みの文字を別の読みに置き換え、そこから本来の読みの

意味になかった意味を引き出すことが可能となる。

④一方でシュメール語には同音意義文字が多い。それゆえある読みを、読
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みは同じだがまったく異なる意味を持つ文字に横滑りさせ、その文字の意味に

置き換えるという操作がしばしば行われる。

⑤シュメール文字とそれに対応するアッカド語の語彙とのつながりは、当

時の書記にとっての一般常識の範囲で行われた（たとえばDINDIR＝iluPU＝

ban０，１＝nadu）ばかりでなく、何らかの文献的根拠さえあればそれを利用し

て行われた。メソポタミアの長い歴史の中で、さまざまな「文字リスト」「辞

書」「辞典」の類が編纂された。多くの教養を身につけた知識人たちは、これ

らを自在に活用したと思われる。

⑥しかしシュメール文字とアッカド語の語彙の対応関係には、①から⑤の

説明のどれをもってしても理解できないものが含まれている。そのなかには

｢理由」がある程度推測可能なものがある。そのうちのひとつが、「意味の近似

性」あるいは「近似性をきっかけとした意１床の展開」であり、その展開はかな
り広範囲に及んだ。

⑦意味論の観点からどのように検討しても全く理解不可能な対応関係があ

る。たとえば今回は取り上げなかったマルドウクの第１lの名前について「注釈

書」が与える説明のなかに、ＳＡ＝bi-i-tuとあるが('0)、これには目下のところ

文献的根拠も合理的理由もまったく見当たらない。しかしbitｕ「家」に相当す

るシュメール文字Ｅの字形は、古拙期においてはＳＡの字形とほぼ同じであり、

これが想像しうる唯一の理由ということになる。もしこの推測が的を射ている

とすれば、文字の意味だけでなく、「形」も一定の意義を認められていたこと
になる。

Ⅱメソポタミアの王碑文に散見する特定の数字の取り扱い

これまで文学作品に見られる「文字のトリック」と修辞的説明を見てきたが、

このような手法は、政治的な文脈の中で成立した文脅、とりわけ有力な王のプ

ロパガンダの表明である「王碑文」のなかにも散見する。場合によっては「文

字のトリック」が政治的な説明に利用されることがあり、文字を利用した「理

屈」がたんなる修辞的な楽しみの領域を超え、いっそう大きな力を得ていたと

推測される。若干の事例を見てみよう。

１新アッシリアの王、エサルハドン（前680-669年）がバビロン復興事業
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に着手した際の口実

父である先王が行った大規模な破壊からバビロンの町と守護神マルドゥクの

神殿を復興するにあたって､先代の王の行為をあからさまに批判することなく、

しかし方針を大きく転換する根拠を、エサルハドンは次のように説明した。

「マルドウクは（バビロンの民に対して怒り）町を見捨てる期間を70年と

（運命のタブレットに）記した。（だが）慈しみ深いマルドゥクは心を和ま

せ文字を入れ替えて、１１年目に町に帰ることにした｣(u)。

模形文字システムでは六十進法と十進法が併用されているため、数字の60と

ｌとは同じ文字になる。こうして60＋10を入れ替えれた１＋10年目に復興事

業が着手されることとなった。なお、マルドゥクが当初バビロンを見捨てる期

間とした「70」という数字自体も、後に述べる数字７とのかかわりを考えると

意味深長である('2)。

２これに先立つ新アッシリアの王サルゴン２世（前721-705年）は、自ら

新しい都ドゥル・シャルキンを造営するに際して､町を取り囲む周壁の長さを、

「私の名前の呼び方である16,280キュビットに定めた」

と宣言している。この数字とサルゴンの名前との対応関係については解明しき

れておらず、研究者の間ではいまだ議論が続いている('3)。模形文字で「サル

ゴン」と書く際に用いられる文字使いのうちのひとつが持つ「字画数」から、

この数字16,280が導かれたと解釈する説もあるが、十分な説得性があると認知

されているわけではない。だが重要なことは、王の名前とある特定の数字の間

に、「合理的な関わり」があると明言されていることである。この「合理性」

は、われわれの合理性をもって理解できるものではないかもしれないｃだが少

なくとも「屍理屈」には属するものであり、それなりの説明が可能だというこ

とになる。ここにもまた、「語」または「文字」を利用した独自の理屈の組み

立てが見られる。

３前９世紀のアッシリア王アッシュルナシルパル２世（前883-859年）が、

新都カルフを造営しそれまでの都から遷ったとき、新しい王宮に大勢の人々を

招き大宴会を催した。その様子を叙述した王碑文によれば、１０日間に及んだ彼
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露目の宴の食卓には、有り余るほどのご馳走が並べられ、材料に用いた品々は

全部で74種類に及んだ。宴会に招かれた人々は領土内のあらゆる地域から

47,074人、これに外国からの招待客5,000人、カルフの市民16,000人、廷臣

15,000人を合わせると、総計で69,574人となる('4)。ここで目に付くのは、７４と

いう数字である('5)。むしろ、国内からの招待客の数47,074を見るならば、７

と４という数字に注目したほうがよいのかもしれない。

このうち４は四方（東西南北すなわち全世界）を象徴する数字として、メソ

ポタミアでは頻繁に使われている。また双数２の倍数でもあり、たとえば「エ

ヌーマ・エリシュ」においても、「マルドゥクは生まれながらにして、二倍

(すなわち４）の眼と二倍（すなわち４）の耳を供えていた」と記述されてい

るほど(16)、意味深い数字である。一方７は、メソポタミアのみならず古今東
西の多くの社会において、「神聖視」されてきた数字である。先に言及した

｢エッラとイシュム」をはじめとするメソポタミアの神話あるいは宗教的な文

脈を含む文書のなかに、シビッテイ（＝７）と呼ばれる不思議な7人粗の超自

然の存在が登場することがある。ほかにも７が特別の数字であることが推測さ

れる例があり(17)、このように考えると、ここに４および７が出てくることは、

それなりの理由があるといえる。ほぼ間違いなく４と７という数字が持つ象徴
的な意味に直結しているのであろう。

結語

「文字と言葉の象徴性」について、いくつかの例を取り上げ検討してきた。

この問題については、私自身かねてからさまざまな場面で実例に遭遇し興味を
抱いてはいたが、実際のところ多少とも本腰を入れて取り組み始めてからまだ

日が浅い。今回の小論では問題提起と、若干の実例紹介、ならびにそれらから

引き出される特色の列記にとどめた。今後さらに多くの例を集め分析し、「文

字のトリック」の実態を少しずつ浮き上がらせていきたいと考えている。

しかしここであらためて実感するのは、「文字が持つ実質性｣、そして模形文

字が併行して持っていた表意・表音の機能を最大限に利用して、人々が「論理」

を展開し、思考を進展させていたことである。それはときに政治的決断の理由

Hosei University Repository



付けにも活用された。文字は単に「書かれたもの」ではなく、それ自身実体を

もち固有の`性質と意義を保有していた。それゆえ一見無機質なものに見える

｢数字」でさえ、その実体が利用されたのである。このことは、「アトラ・ハ

シース叙事詩」の例を見ても分かるように、「語」そのものに実質を見出す発

想法と表裏一体であった。言葉と文字と思考の密接なつながりについて、われ

われがメソポタミアに学ぶことは少なくない。それは冒頭に述べたような環境

に身をおくわれわれに、多くのことを考えさせてくれるだろう。

（本稿は2004年度の法政大学特別研究助成金を得ての研究成果である。ここ

に明記し謝意を表したい）

［注］

(1)たとえば具体物と行為を表す記号がいくつか並んでいた場合、そのうちの

どの記号が行為の主体に相当し、どれが客体に相当するのか、能動的行為

であるのか受動的行為であるのか、事情に精通する者以外にはまったく分

からないことになる。

(2)たとえばメソポタミアでは、「足」の形から発生したシュメール文字が、

「歩く」「直立する」「しっかり安定する」の意味で用いられ、それぞれの

語に相当する読み、すなわちdUgub.ｇinと読むことができた。

(3)メソポタミア世界において識字率がどの穏度であったのか、推測するすべ

はない。確かなことは、「書記」という専門職が早い時期から成立してい

たこと、書記になるためには「学校」に入り長いｉｉｉｌ純期間を経なければな

らなかったことである。

(4)３枚のタブレットとも見習い書組のク・アヤの手になるもので、うち第１、

第２のタブレットが、バビロン第一王朝の10代目の王アンミツァドゥカ

の11～12年に書写されている。W.G.Lambert,Ａｒｍ－ﾉi“町,刀jeBalMo"iα〃

Ｓｌｏ〃q/"Ie〃oodl,Oxford,1969.Ｐ３１ｆｆ

(5)Ｊ､ポテロ箸、松島英子訳、「躍古の宗教｣、法政大学出版局、2001年９月、

160頁。

(6)Ａ・Anus,ｍｅＯｏｄＭ"!"｢‘（SAASXIV),Helsinki2002,ｐｐ､3536参照。

(7)メランムmelammuの正確な意味を理解することは難しいが、通常は神ま

たは王に特有な、相手に畏怖を感じさせるような強い光卸を指す語とされ
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ている。

７１ﾉTeAJE〕′rjmzDic"０１M'yQ/γ/teOrie"'(J1ﾉ"s""`だQ/ｍｅ【ﾉ､〃e応jlyq/dlicngo，
ＭＬｐ９ｆｆ 

(8)ＳＴＣⅡ＝Ｌ､Ｗ・ＫｉｎｇｍｈＦＳｅｗ〃乃力化的｡/０℃α/jo",voLILLondonl902・

ＣＴ＝Ｃ皿"e(/b｢"1形wⅣ/)ｗ)]Ｂａｂ山"、〃７hb化応i〃ﾉﾉｌｅＢｒｉ"sハＭｌｲ“【J"１，

ＲＡ＝ＲどｗＪｅ‘､AssyriMogie

(9)Ｊポテロ、松島英子訳「メソポタミア｣、法政大学出版局、1998年８月、

135-147頁参照。なお同じ著者が発表した学術論文､"ＬｅｓｎｏｍｓｄｅＭａｒ‐

duk，１，ecritureetlalogique”enMesopotamieancienne"・凸Ｓｎｖｓｏ〃ｒＡ２

Ａ"ci巴"『/Ｗａｒ｣EtJsfilDMe碗oひ｡fﾉｪ〃"ﾉMsfej",Cunneticutl977がこの説

明の「原本」であり、今ljilの小論にもさまざまな示唆を与えてくれた。

(10）Ｓ7℃Ⅱ,ｐｌ５ＬＩｌ２ 

(11）RBorger・DicbmicAr(カビ〃AlMJ"】(Ｗｏ"ＳＫＤ"ｊｇｓｌｗｌＡ“yrie"・Grazl956・
ｌＬｅｐｉｓｏｄｅｌＯほか。

(１２）MarcoDeOdorico・刀ＩＣ(ﾉSCOﾉﾉV【《"lbc応("ＵＪＱ"α,Ｗｉｉｃｎｌｊｏ"Ｊｊ〃rﾉｉｆ
Ａ"yrin〃ＲｏＷＷ"Sc'jplio"ｓ（ＳＡＡＳｎｌ），Helsinkil995.ｐ・'40.notellL

なお本;1用書は、アッシリアの王碑文に出てくる数字（兵士の数、職利

品の集計数など）の信磁性を吟味することを主な内容としており、数字

の象徴性についてはごく僅かしか言及していないが（ppl40-2)、メソポ

タミアの文書に出てくる「数」を対象とした研究に本格的に取り組んだ
意義は大きい。

(13）MarcoDeOdorico,(,PLCﾉﾉ.ｐ,140-Lnotesll2-l20． 

(14）Ｄ・Wisemanノ、９１４＝ＡＫ・GraysonAssyriα〃Ｒ【ｲﾉe庵｡/仇ｅＥｍｙﾉﾏ応ｌ
Ｍｊ化"/』"〃ＢＣＬ(RIMＡ２),Torontol99Lp288ff

(１５）MarcoDeOdorico,op,cjLpp・’41-2．

(16）タブレット1.95行。

(17）ＴｈｃＡ“ｗｉｎ〃Dic"ひ"α〃｡/､'ＡｃＯｒｉｅ"r(l/JJwi血"ｅＱｆｆｈｃＵ"ｍｅ,ｗ｢),｡/
qljcQgO,Sｌｐｐ２３１－２（sibittu),205-6(sebe）参照。
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theydonItliketojoinin,IcouldnotfOrcethemtodoso、

ＩｎＭＪｃ/ZjzlMc"〃,Ihavefbundthatcommunicatingwitｈｍｅｍｂｅｒｓｉｓｂａｓｅｄ

ｏｎｈｏｗｗｅｒｅａＩｉｚｅthemissionatthefirststage､Anditisimportantfbrthem 

toimprovetheirlifethroughMacﾉljZJMm〃．

ScriptsandThinkinginAncientMesopotamia 

EｉｋｏＭＡＴＳＵＳｍＭＡ 

TodayinJapan､weusethreedifferenttypesofscript､Firstka"α(hjmga"ａ 

ａｎｄＡｑ〔αkα'､),phonetic-syllabicscripts,secondkanji･usedasideographsand

logographs,andlastlytheEuropeanalphabetwhichisphonemicinoriginIn 

ourdailylife，weswitchamongthesescriptsaccordingtocircumstances， 

unconsciouslydiscerningwhichisappropriate・

InAncientMesopotamia，whereｔｈｅoldestscriptintheworldwasborn， 

thesituationwasrathersimilartothatinJapantoday・ＴｈｅＳｕｍｅｒｉａｎｐｅｏｐｌｅ

ｗｈｏｈａｄｉｎｖｅｎｔｅｄａｎｉｄｅｏｇｒａｐｈｉｃｓｙｓｔｅｍｉｎｏｒｄｅｒｔｏｒepresenttheir 

language,movedtothesecondstageofscript，namelythephonemicThey 

alreadyusedakindofdoublesystemofwriting・SpeakersoftheAkkadian

languagelaterbecamepreponderant，andborrowedtheSumerianwriting 

systemfortheirown1anguage、Ａｓａｒｕｌｅｔｈｅｙｕｓｅｄｐｈｏｎｏｇｒａｐｈｙ・but

eventuallyemployedideography・Ｔｈｉｓｉｓｔｈｅｍａｉｎ（eatureoftheircuneifOrm

writingsystem、Thus・thescribesusedphonogramsandideｏｇｒａｍｓａｔｔｈｅ

ｓａｍｅｔｉｍｅａｃｃｏｒｄｉｎｇｔｏtraditionandcircumstances・

Bornasapictogram，lateranideogram，onecuneiformcharacterwas 

identifiedwithoneobjecLThusacharactercouldhaveakindofsubstance・

Ｔｈｅｎａｍeoftheobjectinquestionwasalsoidentifiedinthecharacter,ａｎｄ 

thuscouldhaveakindofsubstance・SomeMesopotamianscholarstook
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advantageofthiscomplicationinordertowellunderstandtheobjectitself 

representedbywritings,aswellastodevelopknowledgeofit 

Weactuallyhaveacertainnumｂｅｒｏｆｄｏｃｕｍｅｎｔｓｃｏｎｃｅｒｎｉｎｇｔｈｉｓ 

ｐｈenomenon,whichconveytoustheeffOrtsofscholars，Theseａｒｅ： 

－ＡｎｅｐｉｓｏｄｅｏｆｔｈｅＣｒｅａｔｉｏｎｏｆＭａｎｍｔｈｅ“Atra-hasis,,epicandthe 

nominationofthephantｏｍ 

－Ｔｈｅ５０ｎａｍｅｓｏｆＭａｒｄｕｋｉｎ`EnumaElis気ｅｐｉｃ

－Ｃｏｍｍｅｎｔａｒｉｅｓｏｎｔｈｅｓｅ５０ｎａｍｅs 

-Sometrickydevicesinwritingsonthese50names 

-SeveralinitialliｎｅｓｏｆｔｈｅｅｐｉｃＥｒｒａａｎｄｌｓｕｍｐ’ 

一ThreeepisodesinAssyrianroyalinscriptions(numbersymbolism）

IfweanalyzetheseexamplesindetaiLwewillbeabletofOllowthe 

developmentofthethinkingandwisdominancientMesopotamiawhichisa 

sourceofhumancivilization． 

ABrieflntroductiontoTranscriptｉｏｎｏｆｍ応uushi"“

ＦｕｍｉｋｏＫＯＢＡＹＡＳｍ 

Thisarticleintroducesaky6ka(31-syllablewittyverse)anthologynamed 

YiJKs"８ＭJ、,prefacedandprobablypubhshedinｌ７６８ｉｎＥｄｏ(nowTokyo)and

transcribesitfromoldcursivelettersintomoderncharacters・Theonlycopy

oftheworksurvivingtodayisinwhatwasthecollectionofｔｈｅｆａｍｏｕｓｐｏｅｔ 

TakeshimaHagoromo（1872-1967)，ｎｏｗｈｏｕｓｅｄｉｎｔｈｅｌｉｂｒａｒｙｏｆｔｈｅ 

ＵｎｉｖersityoftheSacredHeart，TokyoThoughitisnevermentionedin 

researchesonkyOka,theworkisimportantandworthstudyingasheralding 

theTenmeiky6kacrazeofthel780s，withsimilaritiesinmotifesand 

expresslon． 

Hosei University Repository


